
国
家
と
主
権 

 

日
米
安
保
条
約
の
幻
想
箇
所 

「
核
の
傘
の
幻
想
」
（
２
０
２
３
年
１
月
９
日
稿
）
で
は
、
大
多
数
の
日
本

国
民
が
持
つ
、
日
米
安
保
条
約
は
米
国
の
「
核
の
傘
」
に
よ
っ
て
担
保
さ

れ
て
い
る
と
い
う
の
が
幻
想
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
そ
の
理
由
は
極
め

て
単
純
で
あ
る
。 

 

日
本
が
大
量
核
兵
器
を
持
つ
中
露
北
か
ら
核
の
恫
喝
、
あ
る
い
は
実
際
に

核
攻
撃
を
受
け
た
時
に
、
米
国
は
自
国
民
を
犠
牲
に
し
て
ま
で
報
復
は
し

て
く
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
ん
な
こ
と
を
す
れ
ば
核
戦
争
に
発
展
し
、

米
国
は
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
や
宇
宙
か
ら
の
核
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
を
受
け
て
、
３
０
分

以
内
に
千
万
人
単
位
の
犠
牲
が
予
見
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
米
国
が
そ
の

様
な
政
治
判
断
を
す
る
筈
も
な
か
ろ
う
。 

 

敗
戦
国
に
対
す
る
戦
略 

北
朝
鮮
と
い
う
小
国
が
核
を
持
つ
の
は
、
「
攻
撃
を
受
け
れ
ば
米
国
も
核
で

死
ぬ
ぞ
」
と
い
う
効
果
が
期
待
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
な
ら
ば
、
日
本
も

核
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
か
、
核
兵
器
を
保
有
す
れ
ば
軍
事
的
に
は
対
抗
で
き
る

が
、
国
家
と
し
て
の
安
寧
は
保
て
な
い
。
何
故
な
ら
、
前
者
は
「
核
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
」
で
は
核
管
理
は
米
国
が
持
つ
か
ら
で
あ
り
、
後
者
は
第
二
次

世
界
大
戦
の
終
結
と
と
も
に
、「
日
独
に
は
核
兵
器
を
持
た
せ
な
い
」
と
い

う
米
国
の
戦
略
に
よ
っ
て
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 

 

米
国
は
日
独
の
台
頭
を
望
ま
な
い
。
経
済
的
拡
大
と
自
由
は
、
米
国
の
利

害
を
侵
さ
な
い
範
囲
で
認
め
る
の
で
あ
る
。
ノ
ル
ド
ス
ト
リ
ー
ム
と
い
う



天
然
ガ
ス
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
は
、
独
露
の
接
近
を
断
つ
た
め
に
米
国
の
秘

密
機
関
に
よ
っ
て
、
Ｅ
Ｕ
の
経
済
的
不
利
益
を
無
視
し
て
爆
破
さ
れ
た
。 

そ
の
真
相
は
、
米
国
著
名
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
シ
ー
モ
ア
・
ハ
ー
シ
ュ
が

２
０
２
３
年
２
月
８
日
に
暴
露
し
た
。
３
０
０
億
ド
ル
の
独
露
パ
イ
プ
ラ

イ
ン
を
破
壊
し
た
行
為
は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
同
盟
国
で
あ
る
独
に
対
す
る
戦

争
行
為
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
れ
が
露
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
前
に
計
画

さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
、
露
に
対
す
る
戦
争
行
為
で
も
あ
る
。
日
本
が
「
サ

ハ
リ
ン
２
」
か
ら
北
海
道
に
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
通
せ
ば
、
米
国
は
同
盟
国

の
日
本
の
そ
れ
を
爆
破
す
る
の
か
、
と
い
う
関
係
と
同
じ
で
あ
る
。 

 

戦
争
の
放
棄 

日
本
に
米
軍
の
基
地
が
厳
然
と
し
て
存
在
し
て
い
る
こ
と
は
、
米
国
の
占

領
が
続
い
て
い
る
に
等
し
く
、
そ
の
政
策
は
日
本
を
永
久
に
属
国
の
ま
ま

に
置
く
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
大
東
亜
戦
争
の
敗
戦
直
後
の
頃
は
、
英
語

で
論
駁
す
る
能
力
も
無
い
外
務
省
の
落
ち
こ
ぼ
れ
が
、
幣
原
内
閣
の
後
を

継
承
し
て
ポ
チ
政
権
の
総
理
大
臣
と
な
り
、
長
ら
く
日
本
の
国
政
を
担
っ

た
。
そ
の
後
継
内
閣
も
ポ
チ
政
権
と
い
う
意
味
で
は
同
様
で
あ
っ
た
が
、

ロ
シ
ア
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
オ
リ
ガ
ル
ヒ
が
居
る
よ
う
に
、
１
９
７
６
年
に

発
覚
し
た
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
、
フ
ィ
ク
サ
ー
達
が

暗
躍
す
る
世
界
が
国
際
政
治
の
前
線
に
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。 

 

イ
ス
ラ
エ
ル
の
様
に
憲
法
の
無
い
国
も
あ
る
が
、
日
本
国
憲
法
の
改
憲
論

者
は
戦
争
放
棄
を
現
実
に
そ
ぐ
わ
な
い
と
言
い
、
護
憲
論
者
は
戦
争
放
棄

に
よ
り
平
和
が
保
た
れ
る
如
く
に
言
う
。
ま
た
、
日
本
国
憲
法
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ

の
押
付
け
憲
法
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
「
戦
争
放
棄
」
を
条
文
に
入
れ
た
の



は
、
終
戦
直
後
の
幣
原
喜
重
郎
内
閣
の
自
発
的
進
言
（
憲
法
９
条
が
発
意

さ
れ
た
１
９
４
６
年
１
月
２
４
日
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
・
幣
原
会
談
）
で
あ

る
こ
と
が
、
つ
い
最
近
に
判
明
し
た
（
堀
尾
輝
久 

東
大
名
誉
教
授
論
）。 

 

 

こ
の
辺
の
事
情
は
、
孫
崎
亨

う
け
る 

著
「
平
和
を
創
る
道
の
探
求
」
（
２
０
２
２

年
６
月
３
日
、
か
も
が
わ
出
版
）
に
詳
し
い
。
堀
尾
は
所
謂
、
左
翼
で
あ

る
に
せ
よ
、
知
的
巨
人
と
言
わ
れ
た
渡
部
昇
一
が
押
付
憲
法
を
理
由
に
、

改
憲
や
憲
法
停
止
を
言
う
保
守
の
論
客
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
論
拠
に
つ
い

て
は
事
実
優
先
で
願
い
た
い
も
の
で
あ
る
。
筆
者
は
改
憲
論
者
で
あ
っ
た

が
、
幣
原
喜
重
郎
の
政
治
家
と
し
て
の
先
見
の
明
が
日
本
に
平
和
を
も
た

ら
し
て
来
た
事
実
を
も
っ
て
、
考
え
直
す
こ
と
に
し
た
。
勿
論
、
日
本
は

改
憲
も
護
憲
も
出
来
る
と
い
う
の
が
、
国
の
主
権
と
し
て
当
然
で
あ
る
。 
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国
家
の
主
権 

米
国
の
国
際
政
治
は
複
数
の
勢
力
で
動
か
さ
れ
て
い
る
。
陰
謀
論
者
は
、

こ
の
勢
力
を
「
デ
ィ
ー
プ
ス
テ
イ
ト
」
と
言
っ
て
い
る
が
、
グ
ロ
ー
バ
リ

ス
ト
の
ユ
ダ
ヤ
金
融
資
本
家
、
一
極
世
界
主
義
者
の
大
富
豪
な
ど
は
陰
謀

論
で
は
な
く
、
堂
々
と
存
在
し
て
い
る
。
中
露
等
の
専
制
主
義
国
家
も
自

由
主
義
を
標
榜
す
る
国
家
も
、
選
挙
や
選
出
の
過
程
に
金
の
力
と
利
権
が

絡
む
。
民
主
主
義
は
実
現
し
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
そ
れ
は
理
念
に
過
ぎ

な
い
。
恐
ら
く
、
至
上
の
統
治
法
で
も
な
か
ろ
う
。 

 

国
家
は
国
土
と
国
民
と
主
権
と
で
構
成
さ
れ
、
そ
の
存
立
は
政
治
と
経
済

と
自
然
環
境
に
依
る
。
し
か
も
、
国
家
存
立
の
堅
持
、
拡
張
、
あ
る
い
は

消
滅
は
、
地
球
上
の
ど
の
国
で
も
軍
事
力
に
依
拠
し
て
い
る
。T

h
e crash

 

o
f civ

ilizatio
n

と
い
う
１
９
９
３
年
に
発
刊
さ
れ
た
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
の
著

作
は
日
本
で
は
書
名
「
文
明
の
衝
突
」
で
話
題
に
な
っ
た
が
、
む
し
ろ

「
米
国
の
崩
壊
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
が
適
切
で
あ
ろ
う
。
米
国
は
５
０
年

も
す
れ
ば
、
激
化
し
た
米
国
社
会
の
分
断
と
対
立
に
よ
っ
て
内
戦
を
迎
え

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。 

 

市
井
の
論
客 

中
川
昭
一
は
核
武
装
を
是
と
す
る
政
治
家
で
あ
っ
た
が
、
筆
者
に
は
今
も
、

謎
の
死
を
遂
げ
た
人
物
で
あ
る
。
彼
の
朋
友
、
国
際
政
治
ア
ナ
リ
ス
ト
の

伊
藤
貫
は
、
日
本
が
核
武
装
を
し
な
け
れ
ば
十
五
年
以
内
に
日
本
は
消
滅

す
る
と
言
う
。
ワ
シ
ン
ト
ン
に
住
む
博
識
の
伊
藤
は
筆
者
と
同
世
代
の
男

で
あ
る
。
彼
の
持
論
は
正
し
い
と
思
う
が
、
自
身
の
見
解
を
否
定
さ
れ
る

と
攻
撃
的
に
な
る
癖
が
あ
る
。
果
た
し
て
中
川
の
仇
を
取
れ
る
だ
ろ
う
か
。 



駐
ウ
ク
ラ
イ
ナ
大
使
で
あ
っ
た
馬
渕
睦
夫
は
、
デ
ィ
ー
プ
ス
テ
イ
ト
論
に

よ
っ
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
も
国
際
政
治
も
見
事
に
説
明
し
て
く
れ
る
。

啓
蒙
は
良
い
と
思
う
の
だ
が
、
政
策
に
対
す
る
具
体
性
が
薄
い
。
米
国
は

日
本
に
原
爆
投
下
を
し
た
戦
争
犯
罪
が
世
界
に
広
ま
る
こ
と
を
恐
れ
て
い

る
と
い
う
彼
の
主
張
に
至
っ
て
は
、
厳
し
い
国
際
政
治
の
現
実
に
対
峙
す

る
胆
力
が
無
い
と
思
う
。 

 

核
武
装
論 

日
本
の
「
戦
争
放
棄
」
と
「
自
衛
軍
の
保
有
」
と
「
核
武
装
」
と
は
矛
盾

し
な
い
。
憲
法
矛
盾
と
な
る
な
ら
憲
法
改
正
す
る
ま
で
で
あ
ろ
う
。 

そ
れ
が
政
治
的
に
困
難
を
伴
う
と
言
う
な
ら
、
日
本
が
侵
攻
さ
れ
て
数
千

万
単
位
の
国
民
の
犠
牲
を
負
っ
て
改
正
す
る
こ
と
に
な
る
だ
け
で
あ
る
。 

先
ず
、
核
兵
器
は
２
週
間
で
配
備
で
き
る
よ
う
に
「
部
品
」
を
整
え
よ
。 

部
品
は
核
兵
器
で
は
な
い
。
核
実
験
も
今
の
技
術
水
準
な
ら
不
要
で
あ
る
。 

有
事
の
際
に
は
基
地
で
は
な
く
、
潜
水
艦
に
搭
載
し
て
配
置
す
れ
ば
済
む
。 

そ
の
予
定
を
、
先
行
し
て
世
界
に
発
信
し
て
お
け
ば
よ
い
。
日
本
は
戦
争

放
棄
の
国
で
あ
る
と
い
う
レ
ト
リ
ッ
ク
に
金
は
掛
か
ら
な
い
。 

 

今
日
は
二
二
六
事
件
（
１
９
３
６
年
ク
ー
デ
タ
ー
）
が
起
っ
た
日
で
あ
る
。

反
乱
軍
は
昭
和
天
皇
の
意
思
、
大
蔵
省
幹
部
進
言
、
参
謀
本
部
作
戦
課
長 

石
原
莞
爾
大
佐
の
命
令
で
鎮
圧
さ
れ
た
。
経
済
も
武
器
に
匹
敵
す
る
。 

 

令
和
五
年
二
月
二
十
六
日 

大
中
臣
正
比
呂 

 


